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ニッコウイワナ養殖技術実用化試験

一水腫症対策法の検討-

(平成18年度)

阿久津正浩

自 的

ニッコウイワナの侍稚魚、は、いわゆる水麗症による

死亡率が高く、発症するとその被害は甚大となる。7./<

臆症では、体腔内、卵黄嚢内部に透明な液体が貯皆、

出血を生じる、あるいは皮下に水抱が生じる等の痕状

が見られる。河西ら(1991)はその原留として、鯉に

認められる締菌による感染症である可能性を指摘して

いる。治療には 1%の塩水浴が存効であるとされるが、

対症療法であり、効果が低い場合も多L、。

本試験では、塩水浴及び飼育水への錦イオン添加の

水腫症予紡効果について調査した。

材料および方法

供試急水試産ニッコウイワナ稚魚(約0.3討を用

L 、fこO
試験期間 平成18年4丹25おから 6B開の予備錨育

後、 5月1日から 6月11Bまで (42B間)後述の試験

区設定にしたがい飼育試験を行った。その後7月2日

まで (21日間)は処理を中止し、すべての区を通常の

飼育法として水腫症の発痕状況を観察した。

試験場所 片府悶試験池FRP角形水槽(面積0.84rrf

×水深0.16m=0.134rrf)を用いた。

試験室無処理の対熊陸、週3悶(月、水、金曜B)

1%塩水搭を 3 時器 (9~12時)実施する塩水浴区、

錦織維100gを水槽内控水部に浸潰した銅イオン区の

3区(各区400尾)とした。

飼育条件住水量は0.2R/秒(換水率129困/日)と

し、フードタイマーにより毎日 5回適最長給餌した。

水槽内の残餌、糞等の除去は月、水、金曜8の処理開

始前に行った。

水質測定 対照区、鋸イオン区の排水を原則趨3回

(丹、水、金曜日の 9時)採水し、 HACH社製水質測

定機器DR2010を用い、比色法により銅イオン濃度を

瀦定した。注水の錦イオン濃度の測定は適1i:行った。

調査項自 各区の毎日の死亡数を記録するとともに、

死亡倍体について水臆症に特有の外部症状の有無を調

渡議長生

査した。終了時に生残魚、の全長、体重の個体計測を行っ

た。水温は、原則毎日 9時に対照区の排水部で棒状祖

度計により測定した。

結果と考察

予備餌背中に死亡した尾数を対照区と銅イオン区に

それぞれ 1尾ずつ補充して、 5月1日に試験を開始し

た。水温は開始時12.4
0

Cから徐々に上昇し、終了時に

は16.7
0

Cとなった(図1)。
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図1 7./<;鼠の推移

死亡状況 対照区では開始9B毘に11濯の死亡が認

められ、水膜症と診断された(図 2)。その後毎日数

十尾の死亡が続き、 12日目までに死魚が87尾となった

ため対症療法として1%壊水浴を 3時間実施した。 15

R吾に同様の処置を実施し、水}接症は終息した。錦イ

オン毘では開始5日目に9尾の死亡が観察されたが、

これらの個体は錦織維を包んだ網に絡まって死亡した

ものであった。試験終了までに水腫症が観察されたの

は対照区のみであった。

期間中の累積死亡数は対照区108尾(不明J 尾)、

銅イオン区23尾(不明9尾)、塩水搭区3尾(不明2毘)

であり、累積死亡率はJI臨に27.0%、5.8%、0.8%であっ

た(関 3)。水腫症を死因とする累穣死亡率は、対照

宮26.5%、鍛イオン区 0%、塩水浴区む%であった

(悶4)。



終了時の魚体計測結果(平均土標準偏差)
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表 1

サンプル数

会長cm

サンプル数
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以上の結果から、銅識維の浸j賞、遇3回の 1%塩水

浴が水腫癒の予i坊に有効であることが示された。通常、

イワナはニジマス等と異なり地底面に定位するため、

残餌、糞等に接触する機会が多い。このため鏑青環境

の悪化は銅育水中の常在菌の繁殖を促し、水腫症が発

症しやすくなるものと考えられるO 部育環境はいずれ

の区でも間程度であったと考えられ、錦イオン及び塩

水が飼育環境中の綿璃繁殖を抑制したと考えられた。

錆イオン濃度 銅イオン区の鍛イオン濃度は開始産

後10μgjf2を示していたが、徐々に上昇し、処理後

期には40μgjf2以上となった(図 5)0 5月26日から

6月2日にかけて低下する傾向がみられたが、その原

国は不明であった。錦繊維の浸漬による銅イオン濃度

の上昇は三浦ら (2005)も報告しており、高濃度の鏑

イオンは魚体への悪影響が懸念されるため、使用にあ

たっては在意を要する。

刀

図27l<.腫症発疲個体
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(水産技術部)図4 7l<.躍症を死因とする累積死亡率

魚体計測値終了時の全長(土標準偏差)は、対照

区6.44(土0.61)cm、塩水浴区5.98(土0.76)cm、鏑

イオン区6.07(土0.62)cmとなり、開始時0.3gであっ

た平均体重(:t標準嬬差)は対照底2.73(土0.75)g、

場水浴区2.44(土0.91)g、銅イオン区2.40(土0.76)

gとなった(表1)。
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